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RL78/L12 
シリアル・アレイ・ユニット（UART 通信） 
 

要旨 
本アプリケーションノートでは、シリアル・アレイ・ユニット（SAU）による UART 通信の使用方法を説

明します。対向機器から送られてくる ASCII 文字を解析し、応答処理を行います。 

 

対象デバイス 
RL78/L12 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分
評価してください。 
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1. 仕様 
本アプリケーションノートでは、シリアル・アレイ・ユニット（SAU）による UART 通信を行います。対

向機器から送られてくる ASCII 文字を解析し、応答処理を行います。 

 

表 1.1 に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 と図 1.2 に UART の通信動作を示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
シリアル・アレイ・ユニット 0 TxD0 端子（送信）と RxD0 端子（受信）を利用して

UART 通信を行う 
 

 

 

 

図 1.1  UART 受信のタイミング・チャート 
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図 1.2  UART 送信のタイミング・チャート 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン RL78/L12（R5F10RLC） 
動作周波数  高速オンチップ・オシレータ（HOCO）クロック：24MHz 

 CPU／周辺ハードウエア・クロック： 24MHz 

動作電圧 5.0V（2.9V～5.5V で動作可能） 
LVD 動作（VLVI）：リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
 CubeSuite+ V1.01.01 

C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 
 CA78K0R V1.30 

使用ボード RL78/L12 CPU ボード（R0K5010RLC010BR） 
 

注意 本サンプルコードは、RL78/L12 64pin のデバイス（R5F10RLA、R5F10RLC）のみに対応しています。 

 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
RL78/L12 LCD 表示（時計編）（R01AN1108J）アプリケーションノート 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 
図 4.1 に本アプリケーションノートで使用するハードウェア構成例を示します。 
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図 4.1  ハードウェア構成 

 

注意 1 この回路イメージは接続の概要を示す為に簡略化しています。実際に回路を作成される場合は、端
子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください（入力専用ポートは個別に
抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい）。 

２ VDD は LVD にて設定したリセット解除電圧（VLVI）以上にしてください。 

 

 

4.2 使用端子一覧 
表 4.1 に使用端子と機能を示します。 

 

表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P12/SO00/TxD0/TOOLTxD/SEG30 出力 データ送信用端子 
P11/SI00/RxD0/TOOLRxD/SEG29 入力 データ受信用端子 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 
本サンプルコードでは、対向機器から受信したデータに対応したデータを対向機器に送信します。エラー

が発生した場合は、そのエラーに対応したデータを対向機器に送信します。受信データと送信データの対応
表を表 5.1 と表 5.2 に示します。 

 

表 5.1 受信データと送信データの対応 

受信データ 応答（送信）データ 
T（54H） O（4FH）、 K（4BH）、 ”CR”（0DH）、 ”LF”（0AH） 
t（74H） o（6FH）、 k（6BH）、 ”CR”（0DH）、 ”LF”（0AH） 
上記以外 U（55H）、 C（43H）、 ”CR”（0DH）、 ”LF”（0AH） 

  

 

表 5.2 エラー検出時の送信データの対応 

発生したエラー 応答（送信）データ 
パリティ・エラー P（50H）、 E（45H）、 ”CR”（0DH）、 ”LF”（0AH） 
フレーミング・エラー F（46H）、 E（45H）、 ”CR”（0DH）、 ”LF”（0AH） 
オーバーラン・エラー O（4FH）、 E（45H）、 ”CR”（0DH）、 ”LF”（0AH） 

 

 

(1) UART の初期設定を行います。 

＜UART 設定条件＞ 

 SAU0 チャネル 0、1 を UART として使用します。 

 データ出力は P12/TxD0 端子、データ入力は P11/RxD0 端子を使用します。 

 データ長は 8 ビットを使用します。 

 データ転送方向設定は LSB ファーストを使用します。 

 パリティ設定は偶数パリティを使用します。 

 受信データ・レベル設定は標準を使用します。 

 転送レートは 9600bps を使用します。 

 受信完了割り込み(INTSR0)、送信完了割り込み(INTST0)、エラー割り込み(INTSRE0)を使用します。 

 INTSR0、INTST0、INTSRE0 の割り込み優先順位は低優先を使用します。 

 

(2) シリアル・チャネル開始レジスタで UART 通信待機状態にした後、HALT 命令を実行します。受信完
了割り込み(INTSR0)、エラー割り込み(INTSRE0)の発生によりその後の処理を行います。 

 INTSR0 発生時は、受信データを取り込み、受信データに対応したデータを送信します。INTSRE0 発
生時は、エラー処理を行い、そのエラーに対応したデータを送信します。 

 データ送信後、再び HALT 命令を実行して、受信完了割り込み(INTSR0)、エラー割り込み(INTSRE0)
を待ちます。 
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5.2 オプション・バイトの設定一覧 
表 5.1 にオプション・バイト設定を示します。 

 

表 5.1 オプション・バイト設定 

 

5.3 定数一覧 
表 5.2 にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 

表 5.2 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
MessageOK[4] "OK¥r¥n" “T”を受信時の返信メッセージ 
Messageok[4] "ok¥r¥n" “t”を受信時の返信メッセージ 
MessageUC[4] "UC¥r¥n" “T”or”t”以外を受信時の返信メッセージ 
MessageFE[4] "FE¥r¥n" フレーミング・エラー時の返信メッセージ 
MessagePE[4] "PE¥r¥n" パリティ・エラー時の返信メッセージ 
MessageOE[4] "OE¥r¥n" オーバーラン・エラー時の返信メッセージ 

 

5.4 変数一覧 
表 5.3 にグローバル変数を示します。 

 

表 5.3 グローバル変数 

Type Variable Name Contents Function Used 
uint8_t g_uart0_rx_buffer 受信データ・バッファ main() 
uint8_t * gp_uart0_tx_address 送信データ・ポインタ R_UART0_Send、

r_uart0_interrupt_send 
uint16_t g_uart0_tx_count 送信データ数カウンタ R_UART0_Send、

r_uart0_interrupt_send 
uint8_t * gp_uart0 _rx_address 受信データ・ポインタ 

 
R_UART0_Receive、
r_uart0_interrupt_receive、
r_uart0_interrupt_error 

uint16_t g_uart0 rx_count 受信データ数カウンタ R_UART0_Receive、
r_uart0_interrupt_receive 

uint16_t g_uart0_rx_length 受信データ数 R_UART0_Receive、
r_uart0_interrupt_receive 

MD_STATUS g_uart0_tx_end 送信ステータス main 
r_uart0_callback_sendend 

uint8_t g_uart0_rx_error 受信エラーステータス main 
r_uart0_callback_receiveend 
r_uart0_callback_error 

アドレス 設定値 内容 
000C0H/010C0H 01101110B ウォッチドッグ・タイマ 動作停止 

（リセット解除後、カウント停止） 
000C1H/010C1H 01111111B LVD リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 
000C2H/010C2H 11100000B HS モード、HOCO : 24MHz 
000C3H/010C3H 10000101B オンチップ・デバッグ許可 
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5.5 関数一覧 
表 5.4 に関数を示します。 

 

表 5.4 関数 

関数名 概要 
R_UART0_Start UART0 動作開始処理 
R_UART0_Receive UART0 受信ステータス初期化関数 
R_UART0_Send UART0 データ送信関数 
r_uart0_interrupt_receive UART0 受信完了割り込み処理 
r_uart0_callback_receiveend UART0 受信データ分類関数 
r_uart0_interrupt_error UART0 エラー割り込み処理 
r_uart0_callback_error UART0 受信エラー発生処理関数 
r_uart0_interrupt_send UART0 送信完了割り込み処理 
r_uart0_callback_sendend UART0 送信完了処理関数 

 

 

5.6 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

[関数名] R_ UART0_Start 
概要 UART0 動作開始処理 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 void R_ UART0_Start(void) 
説明 シリアル・アレイ・ユニット 0 のチャネル 0、チャネル 1 の動作を開始し、通信待機

状態にします。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] R_UART0_Receive 
概要 UART0 受信ステータス初期化関数 

ヘッダ r_cg_macrodriver.h 
r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 MD_STATUS R_UART0_Receive(uint8_t * const rx_buf, uint16_t rxnum) 
説明 UART0 受信の初期設定をします。 

uint8_t * const rx_buf : [受信データバッファのアドレス]  引数 
uint16_t rxnum : [受信データバッファのサイズ]  

リターン値 [MD_OK]の場合：受信設定完了 
[MD_ARGERROR]の場合：受信設定失敗 

備考 なし 
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[関数名] R_UART0_Send 
概要 UART0 データ送信関数 

ヘッダ r_cg_macrodriver.h 
r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 MD_STATUS R_UART0_Send(uint8_t * const tx_buf, uint16_t txnum)  
説明 UART0 送信の初期設定を行い、データ送信を開始します。 

uint8_t * const tx_buf : [送信データバッファのアドレス]  引数 
uint16_t txnum : [送信データバッファのサイズ]  

リターン値 [MD_OK]の場合：送信設定完了 
[MD_ARGERROR]の場合：送信設定失敗 

備考 なし 
 

 

[関数名] r_uart0_interrupt_receive 
概要 UART0 受信完了割り込み処理 

ヘッダ r_cg_macrodriver.h 
r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 __interrupt static void r_uart0_interrupt_receive(void) 
説明 受信したデータに対応した応答（データ送信）を行います。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] r_uart0_interrupt_error 
概要 UART エラー割り込み関数 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 __interrupt static void r_uart0_interrupt_error(void) 
説明 検出したエラーに対応したデータ送信を行います。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] r_uart0_callback_receiveend 
概要 UART0 受信完了処理関数 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 static void r_uart0_callback_receiveend(void) 
説明 受信エラーフラグのクリアを行います。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 
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[関数名] r_uart0_callback_error 
概要 UART0 受信エラー発生処理関数 
ヘッダ r_cg_macrodriver.h 

r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 static void r_uart0_callback_error(uint8_t err_type) 
説明 エラーに対応したデータ送信のフラグ設定を行います。 
引数 err_type : エラー種別 

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] r_uart0_interrupt_send 
概要 UART0 送信完了割り込み処理 

ヘッダ r_cg_macrodriver.h 
r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 __interrupt static void r_uart0_interrupt_send(void) 
説明 指定された数のデータを送信します。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] r_uart0_callback_sendend 
概要 UART0 送信完了処理関数 

ヘッダ r_cg_macrodriver.h 
r_cg_serial.h 
r_cg_userdefine.h 

宣言 static void r_uart0_callback_sendend(void) 
説明 送信完了フラグの設定を行います。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 
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5.7 フローチャート 
図 5.1 に本アプリケーションノートの全体フローを示します。 

 

Start

End

初期設定関数
hdwinit()

main()

初期設定関数をコールする前に、

オプション・バイトを参照しています。

 
 

図 5.1 全体フロー 

 

オプション・バイトの設定概要 

RL78/L12 のオプション・バイトは、ユーザ・オプション・バイト（000C0H-000C2H）とオンチップ・
デバッグ・オプション・バイト（000C3H）で構成されています。 

電源投入時またはリセット解除後、自動的にオプション・バイトを参照して、指定された機能の設定が
行われます。オプション・バイトは opt.asm ファイルで設定しています。 

 

ユーザ・オプション・バイト 

・ ウォッチドッグ・タイマ関係の設定（000C0H） 
・ LVD 関係の設定（000C1H） 
・ HOCO、フラッシュの動作の設定（000C2H） 
・ オンチップ・デバッグ・オプション・バイト（000C3H） 
 

オプション・バイトの設定は CubeSuite+ の「リンク･オプション」タグの「デバイス」パネルの「ユー
ザ・オプション・バイト値」で指定することもできます。リンク･オプションでの設定がプログラムでの
設定より優先されます。そのため，以下のように「ユーザ・オプション・バイトを設定する」を「いいえ」
に設定してください。 

 

 

 

 

 

注意 CubeSuite+「リンク･オプション」の設定方法の詳細については、CubeSuite+ チュートリアルを
参照してください。 
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5.7.1 初期設定関数 
図 5.2 に初期設定関数のフローチャートを示します。 

 

IE←0

hdwinit()

return

システム関数
R_Systeminit()

割り込み禁止

 

図 5.2 初期設定関数 
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5.7.2 システム関数 
図 5.3 にシステム関数のフローチャートを示します。 

 

R_Systeminit()

return

入出力ポートの設定
R_PORT_Create()

CPUクロックの設定
R_CGC_Create()

周辺I/Oリダイレクション機能未使用
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シリアル・アレイ
・ユニットの設定
R_SAU0_Create()

 

図 5.3 システム関数 
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5.7.3 入出力ポートの設定 
図 5.4 に入出力ポートのフローチャートを示します。 
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return

P11、P12以外を出力ポートに設定
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PFSEG0レジスタ←00H
PFSEG1レジスタ←00H
PFSEG2レジスタ←00H
PFSEG3レジスタ←60H
PFSEG4レジスタ←00H

A/Dコンバータのアナログ入力/デ
ジタル入出力兼用端子をポートの

デジタル入出力に設定

ADPCレジスタ←01H

アナログ入力/デジタル入出力兼用
端子をデジタル入出力に設定

PMC1レジスタ←E7H
PMC4レジスタ←FDH
PMC12レジスタ←FEH
PMC14レジスタ←C3H

 

図 5.4 入出力ポートの設定 

 

注  未使用ポートの設定については RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 

 

注意 未使用のポートは、端子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください。また、
未使用の入力専用ポートは個別に抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい。 
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5.7.4 CPU クロックの設定 
図 5.5 に CPU クロックの設定のフローチャートを示します。 

 

R_CGC_Create()

return

高速システム・クロック／
サブシステム・クロックの設定

CMCレジスタ ← 00H：
高速システム・クロック：入力ポート・モード
サブシステム・クロック：入力ポート・モード

MSTOPビット← 1：X1発振回路停止
MCM0ビット ← 0：メイン・システム・クロック(fMAIN)

に高速OCOクロック(fIH)を選択
XTSTOPビット← 1：XT1発振回路停止

CPU／周辺ハードウエア・
クロック（fCLK）の選択

CSSビット ← 0：CPU／周辺ハードウエア・クロック
（fCLK）にメイン・システム・
クロック（fMAIN）を選択

 
 

図 5.5 CPU クロックの設定 
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5.7.5 シリアル・アレイ・ユニットの設定 
図 5.6 にシリアル・アレイ・ユニットの設定のフローチャートを示します。 

R_SAU0_Create()

return

シリアル・アレイ・ユニット0に
入力クロックを供給

SAU0ENビット ← 1

CK00 と CK01 を 1.5MHzに設定
SPS0レジスタ ← 44H

UART0の設定
R_UART0_Create()

 

図 5.6  シリアル・アレイ・ユニットの設定 

 



RL78/L12 シリアル・アレイ・ユニット（UART 通信） 

R01AN1111JJ0100  Rev. 1.00  Page 18 of 18 
2012.03.26  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略号：SPS0 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 
PRS
013

PRS
012

PRS
011

PRS
010

PRS
003

PRS 
002 

PRS 
001 

PRS
000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 
 

ビット７－０ 

動作クロック(CK00)の選択 （n = 0, 1） 
PRS 
0n3 

PRS 
0n2 

PRS 
0n1 

PRS
0n0  

fCLK = 
2MHz 

fCLK = 
5MHz 

fCLK = 
10MHz 

fCLK = 
20MHz 

fCLK = 
24MHz 

0 0 0 0 fCLK 2MHz 5MHz 10MHz 20MHz 24MHz 

0 0 0 1 fCLK/2 1MHz 2.5MHz 5MHz 10MHz 12MHz 

0 0 1 0 fCLK/22 500kHz 1.25MHz 2.5MHz 5MHz 6MHz 

0 0 1 1 fCLK/23 250kHz 625kHz 1.25MHz 2.5MHz 3MHz 

0 1 0 0 fCLK/24 125kHz 312.5kHz 625kHz 1.25MHz 1.5MHz 
0 1 0 1 fCLK/25 62.5kHz 156.2kHz 312.5KHz 625KHz 750kHz 

0 1 1 0 fCLK/26 31.25kHz 78.1kHz 156.2kHz 312.5kHz 375kHz 

0 1 1 1 fCLK/27 15.62kHz 39.1kHz 78.1kHz 156.2kHz 187.5kHz 

1 0 0 0 fCLK/28 7.81kHz 19.5kHz 39.1kHz 78.1kHz 93.8kHz 

1 0 0 1 fCLK/29 3.91kHz 9.76kHz 19.5kHz 39.1kHz 46.9kHz 

1 0 1 0 fCLK/210 1.95kHz 4.88kHz 9.76kHz 19.5kHz 23.4kHz 

1 0 1 1 fCLK/211 977Hz 2.44kHz 4.88kHz 9.76kHz 11.7kHz 
上記以外 設定禁止 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
 

 
・周辺イネーブル・レジスタ 0（PER0） 

クロック供給 

SAU へのクロック供給開始 

略号：PER0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

RTCEN 0 ADCEN IICA0EN 0 SAU0EN 0 TAU0EN

x 0 x x 0 1 0 x 
 

ビット２ 

SAU0EN シリアル・アレイ・ユニット 0 の入力クロックの制御 

0 入力クロック供給停止 

1 入力クロック供給許可 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 

 
・シリアル・クロック選択レジスタ 0（SPS0） 

動作クロックの設定 

シリアル・クロックの選択 
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5.7.6 UART0 の設定 
図 5.7、図 5.8、図 5.9 に UART0 の設定のフローチャートを示します。 

R_UART0_Create()

チャネル0, 1の動作停止
ST0レジスタ← 0003H

INTST0割り込みを無効化
& 割り込み要求フラグをクリア

STMK0ビット← 1
STIF0ビット ← 0

INTSR0割り込みを無効化
& 割り込み要求フラグをクリア

SRMK0ビット ← 1
SRIF0ビット ← 0

INTSRE0割り込みを無効化
& 割り込み要求フラグをクリア

SREMK0ビット ← 1
SREIF0ビット ← 0

INTST0割り込み優先度：
レベル３（最低）に設定

STPR10ビット← 1
STPR00ビット ← 1

INTSR0割り込み優先度：
レベル３（最低）に設定

SRPR10ビット ← 1
SRPR00ビット ← 1

INTSRE0割り込み優先度：
レベル３（最低）に設定

SREPR10ビット ← 1
SREPR00ビット ← 1

SAU チャネル0の動作モード設定

・チャネル0の動作クロック
：CK00

・チャネル0の転送クロック
： CK00の分周

・スタート･トリガ要因
：ソフトウェア・トリガ

・立下りエッジをスタート・
ビットとして検出

・チャネル0の動作モード
：UARTモード

・チャンネル0の割り込み要因
：転送完了割り込み

SMR00レジスタ← 0022H

A

 

図 5.7  UART0 の設定（1/3） 
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SAU チャネル0の通信動作設定

・送信のみを行う
・クロックとの位相：タイプ１
・エラー割り込みINTSREx

：マスクする
・偶数パリティを出力
・LSBファーストで入出力
・ストップ・ビット長：1ビット
・データ長：8ビット

SCR00レジスタ← 8297H

SDR00レジスタ← 9A00H

NFEN0レジスタ←01H

SIR01レジスタ←0007H
エラー・フラグをクリア

チャネル0の転送クロック
：動作クロックの156分周

RxD0端子のノイズ・フィルタ
：ON

SAU チャネル1の動作モード設定

・チャネル1の動作クロック
：CK00

・チャネル1の転送クロック
： CK00の分周

・スタート・トリガ
：RxD端子の有効エッジ

・立下りエッジをスタート・
ビットとして検出

・チャネル1の動作モード
：UARTモード

・チャンネル1の割り込み要因
：転送完了割り込み

SMR01レジスタ← 0122H

A

B

 

図 5.8  UART0 の設定（2/3） 
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SAU チャネル1の通信動作設定

・受信のみを行う
・クロックとの位相：タイプ１
・エラー割り込みINTSREx

：許可する
・偶数パリティとして判定
・LSBファーストで入出力
・ストップ・ビット長：1ビット
・データ長：8ビット

SCR01レジスタ← 4697H

SDR01レジスタ← 9A00Hチャネル1の転送クロック
：動作クロックの156分周

B

return

PFSEG29ビット←0
PM11ビット ← 1

PFSEG30ビット←0
P12ビット← 1
PM12ビット ← 0

TxD0ピンの設定（出力モード）

RxD0ピンの設定（入力モード）

チャネル0の使用準備
SO00 ビット← 1
SOE00ビット← 1
SOL00ビット←0

 

図 5.9  UART0 の設定（3/3） 
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略号：SMR00 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

CKS 
00 

CCS 
00 

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 
MD 
002 

MD 
001 

MD
000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 
 

ビット１５ 

CKS00 チャネル 0 の動作クロック（fMCK）の選択 
0 SPS0 レジスタで設定したプリスケーラ出力クロック CK00 

1 SPS0 レジスタで設定したプリスケーラ出力クロック CK01 
 

ビット１４ 

CCS00 チャネル 0 の転送クロック（TCLK）の選択 
0 CKS00 ビットで指定した動作クロック fMCKの分周クロック 

1 SCK 端子からの入力クロック 
 

ビット２－１ 

MD002 MD001 チャネル 0 の動作モードの設定 

0 0 CSI モード 

0 1 UART モード 

1 0 簡易 I2C モード 

1 1 設定禁止 
 

ビット０ 

MD000 チャネル 0 の割り込み要因の選択 
0 転送完了割り込み 

1 バッファ空き割り込み 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照し

てください。 
 

 
・シリアル・モード・レジスタ 00（SMR00） 

割り込み要因 
動作モード 
転送クロックの選択 
fMCKの選択 

送信チャネルの動作モード設定 
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略号：SCR00 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

TXE 
00 

RXE 
00 

DAP 
00 

CKP 
00

0 
EOC 
00 

PTC
001

PTC
000

DIR
00

0 
SLC
001

SLC
000

0 1 
DLS 
001 

DLS
000

1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 
 

ビット１５－１４ 

TXE00 RXE00 チャネル 0 の動作モードの設定 

0 0 通信禁止 

0 1 受信のみを行う 

1 0 送信のみを行う 

1 1 送受信を行う 
 

ビット９－８ 

UART モードでのパリティ・ビットの設定 
PTC001 PTC000 

送信動作 受信動作 

0 0 パリティ・ビットを出力しない パリティなしで受信 

0 1 0 パリティを出力 パリティ判定を行わない 

1 0 偶数パリティを出力 偶数パリティとして判定を行う 

1 1 奇数パリティを出力 奇数パリティとして判定を行う 
 

ビット７ 

DIR00 CSI、 UART モードでのデータ転送順序の選択 

0 MSB ファーストで入出力を行う 

1 LSB ファーストで入出力を行う 
 

ビット５－４ 

SLC001 SLC000 UART モードでのストップ・ビットの設定 

0 0 ストップ・ビットなし 

0 1 ストップ・ビット長 = 1 ビット 

1 0 ストップ・ビット長 = 2 ビット 

1 1 設定禁止 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照してください。 
 

 
・シリアル通信動作レジスタ 00（SCR00） 

データ長の設定、データ転送順序、エラー割り込み信号のマスク可否、動作モード 

送信チャネルの通信動作設定 
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略号：SDR00 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

1 0 0 1 1 0 1 0 x x x x x x x x 
 

ビット１５―９ 
SDR00[15:9] 動作クロック（fMCK）の分周による転送クロック設定 

0 0 0 0 0 0 0 fMCK /2 

0 0 0 0 0 0 1 fMCK /4 

0 0 0 0 0 1 0 fMCK /6 

0 0 0 0 0 1 1 fMCK /8 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1 0 0 1 1 0 1 fMCK /156 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1 1 1 1 1 1 0 fMCK /254 

1 1 1 1 1 1 1 fMCK /256 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 

 
・シリアル・データ・レジスタ 00（SDR00） 

転送クロック周波数 ： fMCK/156（≒9600Hz） 

送信チャネル転送クロックの設定 

略号：SCR00 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

TXE 
00 

RXE 
00 

DAP 
00 

CKP 
00 

0 
EOC 
00 

PTC
001

PTC
000

DIR
00

0 
SLC
001

SLC
000

0 1 
DLS 
001 

DLS
000

1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 
 

ビット１－０ 

DLS001 DLS000 CSI モードでのデータ長の設定 

0 1 9 ビット・データ長 

1 0 7 ビット・データ長 

1 1 8 ビット・データ長 

その他 設定禁止 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照してください。 
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・シリアル・モード・レジスタ 01（SMR01） 

割り込み要因 
動作モード 
転送クロックの選択 
fMCKの選択 

受信チャネルの動作モード設定 

略号：SMR01 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

CKS 
01 

CCS 
01 

0 0 0 0 0 
STS
01

0 
SIS
010

1 0 0 
MD 
012 

MD 
011 

MD
010

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 
 

ビット１５ 

CKS01 チャネル 1 の動作クロック（fMCK）の選択 
0 SPS0 レジスタで設定したプリスケーラ出力クロック CK00 

1 SPS0 レジスタで設定したプリスケーラ出力クロック CK01 
 

ビット１４ 

CCS01 チャネル 1 の転送クロック（TCLK）の選択 
0 CKS01 ビットで指定した動作クロック fMCKの分周クロック 

1 SCK 端子からの入力クロック 
 

ビット８ 

STS01 スタート・トリガ要因の選択 

0 ソフトウエア・トリガのみ有効 

1 RxD 端子の有効エッジ（UART 受信時に選択） 
 

ビット６ 

SIS010 UART モードでのチャネル 1 の受信データのレベル反転の制御 
0 立ち下りエッジをスタートビットとして検出します 

1 立ち上がりエッジをスタートビットとして検出します 
 

ビット２－１ 

MD012 MD011 チャネル 1 の動作モードの設定 

0 0 CSI モード 

0 1 UART モード 

1 0 簡易 I2C モード 

1 1 設定禁止 
 

ビット０ 

MD010 チャネル 1 の割り込み要因の選択 
0 転送完了割り込み 

1 バッファ空き割り込み 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照し

てください。 
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・シリアル通信動作レジスタ 01（SCR01） 

データ長の設定、データ転送順序、エラー割り込み信号のマスク可否、動作モード 

受信チャネルの通信動作設定 

略号：SCR01 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

TXE 
01 

RXE 
01 

DAP 
01 

CKP
01

0 
EOC 
01 

PTC
011

PTC
010

DIR
01

0 
SLC
011

SLC
010

0 1 
DLS 
011 

DLS
010

0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 
 

ビット１５－１４ 

TXE01 RXE01 チャネル 1 の動作モードの設定 

0 0 通信禁止 

0 1 受信のみを行う 

1 0 送信のみを行う 

1 1 送受信を行う 
UART受信の場合は、SCR01レジスタのRXE01ビットを“1”に設定後に，fCLKの4クロック以上間隔をあけてからSS01 = 1
を設定してください。 
 

ビット１０ 

EOC01 エラー割り込み信号（INTSRE1）のマスク可否の選択 

0 エラー割り込み INTSRE1 をマスクする 

1 エラー割り込み INTSRE1 の発生を許可する 
 

ビット９－８ 

UART モードでのパリティ・ビットの設定 
PTC011 PTC010 

送信動作 受信動作 

0 0 パリティ・ビットを出力しない パリティなしで受信 

0 1 0 パリティを出力 パリティ判定を行わない 

1 0 偶数パリティを出力 偶数パリティとして判定を行う 

1 1 奇数パリティを出力 奇数パリティとして判定を行う 
 

ビット７ 

DIR01 CSI、 UART モードでのデータ転送順序の選択 

0 MSB ファーストで入出力を行う 

1 LSB ファーストで入出力を行う 
 

ビット５－４ 

SLC011 SLC010 UART モードでのストップ・ビットの設定 

0 0 ストップ・ビットなし 

0 1 ストップ・ビット長 = 1 ビット 

1 0 ストップ・ビット長 = 2 ビット 

1 1 設定禁止 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照してください。 
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・シリアル・データ・レジスタ 01（SDR01） 

転送クロック周波数 ： fMCK/156（≒9600Hz） 

受信転送クロックの設定 

略号：SDR01 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

1 0 0 1 1 0 1 0         
 

ビット１５－９ 

SDR01[15:9] 動作クロック（fMCK）の分周による転送クロック設定

0 0 0 0 0 0 0 fMCK /2 

0 0 0 0 0 0 1 fMCK /4 

0 0 0 0 0 1 0 fMCK /6 

0 0 0 0 0 1 1 fMCK /8 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1 0 0 1 1 0 1 fMCK /156 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1 1 1 1 1 1 0 fMCK /254 

1 1 1 1 1 1 1 fMCK /256 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 

略号：SCR01 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

TXE 
01 

RXE 
01 

DAP 
01 

CKP
01

0 
EOC 
01 

PTC
011

PTC
010

DIR
01

0 
SLC
011

SLC
010

0 1 
DLS 
011 

DLS
010

0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 
 

ビット１－０ 

DLS011 DLS010 CSI モードでのデータ長の設定 

0 1 9 ビット・データ長 

1 0 7 ビット・データ長 

1 1 8 ビット・データ長 
その他 設定禁止 

 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照してください。 
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略号：SO0 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 
CKO 
03 

CKO 
02 

CKO
01

CKO
00

0 0 0 0 
SO
03

SO 
02 

SO 
01 

SO
00

0 0 0 0 x x x x 0 0 0 0 x x x 1 
 

ビット０ 

SO00 チャネル 0 のシリアル・データ出力 

0 シリアル・データ出力値が“0” 

1 シリアル・データ出力値が“1” 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編

を参照してください。 

 
・シリアル出力レジスタ 0（SO0） 

初期出力：1 

初期出力レベルの設定 

略号：SOE0 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
SOE 
03

SOE 
02 

SOE 
01 

SOE
00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 x x x 1 
 

ビット０ 

SOE00 チャネル 0 のシリアル出力許可／停止 

0 シリアル通信動作による出力停止 

1 シリアル通信動作による出力許可 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
 

 
・シリアル出力許可レジスタ 0（SOE0） 

出力許可 

対象チャネルのデータ出力許可 
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・ポート・レジスタ 1（P1） 
・ポート・モード・レジスタ 1（PM1） 
 送信データ用、受信データ用にそれぞれポートを設定します。 

略号：P1 

7 6 5 4 3 2 1 0 

P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

x x x x x 1 x x 
 

ビット２ 

P12 出力データの制御（出力モード時） 

0 0 を出力 

1 1 を出力 

 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
 

ポート設定 

略号：SOL0 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
SOL
00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

ビット０ 

SOL00 チャネル 0 の送信データの反転設定 

0 通信データはそのまま出力されます 

1 通信データは反転して出力されます 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
 

 
・シリアル出力レベルレジスタ 0（SOL0） 

標準出力 

シリアル出力レベルの設定 
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略号：PM1 

7 6 5 4 3 2 1 0 

PM17 PM16 PM15 PM14 PM13 PM12 PM11 PM10 

x x x x x 0 1 x 
 

ビット２ 

PM12 P12 の入出力モードの選択 

0 出力モード（出力バッファ・オン） 

1 入力モード（出力バッファ・オフ） 
 

ビット１ 

PM11 P11 の入出力モードの選択 

0 出力モード（出力バッファ・オン） 

1 入力モード（出力バッファ・オフ） 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
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5.7.7 メイン関数 
図 5.10、図 5.11 にメイン関数のフローチャートを示します。 

main()

UART0受信ステータス
初期化関数

R_UART0_Receive()

HALTモードへ移行

UART0動作開始関数
R_UART0_Start()

E

受信割り込み禁止
SRMK0ビット ← 1
SREMK0ビット ← 1

受信エラー検出？
NO（g_uart0_rx_error = 0で分岐）

YES

C D

NO
（g_uart0_rx_error & 0x04 = 0で分岐）

YES

NO

YES

フレーミング・エラー？

UART0データ送信関数
R_UART0_Send()

送信完了？

YES

NO

YES

パリティ・エラー？

UART0データ送信関数
R_UART0_Send()

送信完了？

割り込み許可 IE←1

引数：“FE”

引数：“PE”

（g_uart0_tx_end != 0
で分岐）

NO
（g_uart0_rx_error & 0x02 = 0で分岐）

（g_uart0_tx_end != 0
で分岐）

 

図 5.10 メイン関数（1/2） 
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“T”

“t”

“T”, ”t”以外

受信データは？

UART0データ送信関数
R_UART0_Send()

UART0データ送信関数
R_UART0_Send()

受信割り込み許可
SRMK0ビット ← 0
AREMK0ビット ← 0

NO

YES

送信完了？

UART0受信ステータス
初期化関数

R_UART0_Receive()

D

E

引数：“OK”

引数：“ok”

引数：“UC”

g_uart0_rx_bufferで判定

（g_uart0_tx_end != 0で分岐）

YES

NO

YES

オーバーラン・エラー？

UART0データ送信関数
R_UART0_Send()

送信完了？

C

引数：“OE”

NO
（g_uart0_rx_error &

0x01 = 0で分岐）

（g_uart0_tx_end!= 0
で分岐）

UART0データ送信関数
R_UART0_Send()

 

図 5.11 メイン関数（2/2） 
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5.7.8  UART0 受信ステータス初期化関数 
図 5.12 に UART0 受信ステータス初期化関数のフローチャートを示します。 

 

R_UART0_Receive()

return

ステータスの初期値をOKに設定

データ数 > 0？

受信データ・ポインタ初期化

ステータスをERRORに設定

戻り値にステータスを設定

受信データ数カウンタ初期化

受信データ数設定

YES

NO

status ← MD_OK

status ← MD_ARGERRORg_uart0_rx_count ← 0

g_uart0_rx_length ← 引数：rx_num

gp_uart0_rx_address ← 引数：rx_buf

 

図 5.12  UART0 受信ステータス初期化関数 
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5.7.9 UART0 動作開始関数 
図 5.13 に UART0 動作開始関数のフローチャートを示します。 

 

R_UART0_Start()

return

送信割り込み許可
STIF0ビット←0

STMK0ビット←0

受信割り込み許可

受信エラー割り込み許可

TxD0出力レベル設定

UART0出力許可

UART0動作許可

SRIF0ビット←0

SRMK0ビット←0

SREIF0ビット←0

SREMK0ビット←0

SO0.0ビット←1

SOE0.0ビット←1

SS0.0ビット←1

SS0.1ビット←1

 

図 5.13  UART0 動作開始関数 
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・割り込み要求フラグ・レジスタ（IF0H） 
 割り込み要求フラグのクリア 
・割り込みマスク・フラグ・レジスタ（MK0H） 
 割り込みマスク解除 

 割り込みの設定 

略号：IF0H 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 TMIF00 0 
SREIF0 

TMIF01H 
SRIF0

CSIIF01
STIF0 

CSIIF00
DMAIF1 DMAIF0

0 x 0 0 0 0 x x 
 

ビット４ 

SREIF0 割り込み要求フラグ 

0 割り込み要求信号が発生していない 

1 割り込み要求信号が発生し，割り込み要求状態 
 

ビット３ 

SRIF0 割り込み要求フラグ 

0 割り込み要求信号が発生していない 

1 割り込み要求信号が発生し，割り込み要求状態 
 

ビット２ 

STIF0 割り込み要求フラグ 

0 割り込み要求信号が発生していない 

1 割り込み要求信号が発生し，割り込み要求状態 
 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
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略号：MK0H 

7 6 5 4 3 2 1 0 

1 TMMK00 1 
SREMK0 

TMMK01H 
SRMK0

CSIMK01
STMK0

CSIMK00
DMAMK1 DMAMK0

1 x 1 0 0 0 x x 
 

ビット４ 

SREMK0 割り込み処理の制御 

0 割り込み処理許可 

1 割り込み処理禁止 

 

ビット３ 

SRMK0 割り込み処理の制御 

0 割り込み処理許可 

1 割り込み処理禁止 

 

ビット２ 

STMK0 割り込み処理の制御 

0 割り込み処理許可 

1 割り込み処理禁止 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
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略号：SS0 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 SS01 SS00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 注 1 
 

ビット１－０ 

SS0n チャネル n の動作開始トリガ 

0 トリガ動作せず 

1 SE0n に 1 をセットし、通信待機状態に遷移する 

 
注  UART受信の場合は、SCR0nレジスタのRXE0nビットを“1”に設定後に、fCLKの4クロック以

上間隔をあけてからSS0n = 1を設定してください。 
 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 

 
・シリアル・チャネル開始レジスタ 0（SS0） 

動作開始 

通信待機状態に遷移 
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5.7.10 INTSR0 割り込みサービスルーチン 
図 5.14 に INTSR0 割り込みサービスルーチンのフローチャートを示します。 

 

r_uart0_interrupt_receive()

return

受信データ読み出し

設定データ数以内？

受信データ格納

ポインタとカウンタ更新

設定データ完了？

UART0受信完了処理関数
r_uart0_callback_receiveend()

YES

YES

NO
（g_uart0_rx_length <= g_uart0_rx_count
で分岐

NO
（g_uart0_rx_length != g_uart0_rx_count
で分岐）

rx_data ← RXD0レジスタ

*gp_uart0_rx_address ← rx_data

gp_uart0_rx_address ++
g_uart0_rx_count++

 

図 5.14  INTSR0 割り込みサービスルーチン 
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5.7.11 UART0 受信完了処理関数 
図 5.15 に UART0 受信完了処理関数のフローチャートを示します。 

 

r_uart0_callback_receiveend()

return

受信エラー・フラグのクリア
g_uart0_rx_error ← 0

 

図 5.15  UART0 受信完了処理関数 
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5.7.12 UART0 データ送信関数 
図 5.16 に UART0 データ送信関数のフローチャートを示します。 

R_UART0_Send()

return

ステータスを初期値OKに設定

STMK0ビット←1

データ数 > 0？
NO

YES

送信データ・ポインタ初期化

送信データ数設定

送信割り込みマスク設定

最初のデータを送信

送信データ・ポインタ更新

送信データ数更新

送信割り込みマスク解除

戻り値にステータスを設定

ステータスをERRORに設定

TXD0レジスタ←
*gp_uart0_tx_address

STMK0ビット←0

status ← MD_OK

status ← MD_ARGERROR

gp_uart0_tx_address ← tx_buf

g_uart0_tx_count ← tx_num

gp_uart0_tx_address++

g_uart0_tx_count－－

 

図 5.16  UART0 データ送信関数 
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5.7.13 UART0 受信エラー割り込み関数 
図 5.17 に UART0 受信エラー割り込み認関数のフローチャートを示します。 

 

r_uart0_interrupt_error()

return

*gp_uart0_rx_address ← RxD0レジスタ
受信データ読み出し

エラー・フラグ読み出し

エラー・フラグ・クリア

UART0受信エラー
発生処理関数

r_uart0_callback_error()

SIR01レジスタ← err_type）

err_type ← （SSR01 & 0007H)

引数：err_type
エラー・フラグ設定：g_uart0_rx_error ← err_type

 

図 5.17  UART0 受信エラー割り込み関数 
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5.7.14 UART0 受信エラー発生処理関数 
図 5.18 に UART0 受信エラー発生処理関数のフローチャートを示します。 

 

r_uart0_callback_error()

return

エラー・フラグ設定
g_uart0_rx_error ← 引数：err_type

 

図 5.18  UART0 受信エラー発生処理関数 
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5.7.15 INTST0 割り込みサービスルーチン 
図 5.19 に INTST0 割り込みサービスルーチンのフローチャートを示します。 

 

r_uart0_interrupt_send

return

未送信データあり？

NO
（g_uart0_tx_count = 0で分岐）

YES

データ送信

ポインタとカウンタ更新

UART0送信完了処理関数
r_uart0_callback_sendend()

TXD0レジスタ←
*gp_uart0_tx_address

gp_uart0_tx_address++
g_uart0_tx_count--

 

図 5.19  INTST0 割り込みサービスルーチン 
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5.7.16 UART0 送信完了処理関数 
図 5.20 に UART0 送信完了処理関数のフローチャートを示します。 

 

r_uart0_callback_sendend()

return

送信完了フラグ設定
g_uart0_tx_end ← 1

 

図 5.20  UART0 送信完了処理関数 
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6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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RL78/L12 ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0330J） 

RL78 ファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編（R01US0015J） 

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は、製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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